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平成 30年 12月 13日

会派名解珍ン//t

代表有名∩Jも 新た

平成 30年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付 に関する条例第7条 第 1項 の規定に基づき、別紙の とお り、

平成 30年度政務活動費収支報告書を提出 します。
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別 紙

平成 30年度政務活動費収支報告書

会派名

1 収入

2 支出

(注)1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。

2 会計帳簿の写 し及び領撃書等の証拠書類の写 しを添付すること。

騎み

(単位 :円 )

(単位 :円 )

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 ‐費 んだθ、οθθ一

預 金 利 子 θ

会 派 負 担 金

一

―

合    計 2θ /、 輸2-

項 目 金 額 備 考

調査研究費 _  2γ、9ユο
= ンつソピンデリハじ`り

lt'い10らnttЙぇ
研修費

広報費 /9ネ J′ BIヽ 、自陶
広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費
_ ク、′卜μ― 霧拷

人件費

事務所費

合    計 ュ3′ 、ま,ユ ー

3 残金 θ 円



適 用 収 入 支出 五高
30 4 4 資料購入費 2,052 (2,052) まちの病院がなくなる!?―地域医療の崩壊と再生 伊関友伸
30 4 1) 資料購入費 2,308 (4,860)「復興 が奪う地域の未来=東 日本大震災 原発事故の検証と提言 山 下 祐介」

30 5 政務活動費 120,000 115,140

30 8 調査研究費 24,920 90,220 ショッピングリ ビヽ :リ
| い ¬〔の 調査研究 (埼玉 県蓮 田 市 )
こつ′

30 9 18 ム郷鑽 65,230 24,990 市政報告印刷代 19,000部

30 9 25 広報費 30,672 (5,682) チラシ折り込み料
30 9 25 広報費 11,664 (17,346) 長冨新聞店 チラシ折り込み料
30 9 25 広報費 11,232 (28,578) 石倉新聞店 チラシ折り込み料
30 9 25 広報費 486 (29,064)

30 9 25 広報費 2,721 (31,785)

鈴木新聞舗 チラシ折り込み料

センター チラシ折り込み料
30 9 25 広報費 12,90o (44,685) 島新聞販売センター チラシ折り込み料
30 11 3 ん贋負 34,765 (79,450) 市政報告印刷代 17,000部

30 11 7 広報費 9,700 (89,150) チラシ折り込み料
30 11 7 広報費 8,424 (97,574) 石倉新聞店 チラシ折り込み料
30 11 7 広報費 8,748 (106,322)

チラシ折り込み料

長冨新聞店

浪江新聞販売30 7 広報費 2,300 (108,622)

30 11 21 資料購入費 2,484 (108,806) 小松理虔
30 24 広報費 486 (lo9,108) 鈴木新聞舗 チラシ折り込み料

合計 120,000 231.592 (111,592)



政務活動費 旅費領収明細表

無会派 岡崎義典 (単位 円)

支出内容 平成30年8月 1日 ショッピングリハビリについての調査研究 (埼玉県蓮田市 )

氏   名

旅 費 内 訳
その他 合  計 受領印 摘  要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

岡 崎 義 典 23,240 0 23,240

⑬
鉄道運賃 11,620円 X往復
は、南相馬市職員等の旅費に関
する条例・規則に基づき定額支給

(駐車場代 ) 600 600
8/1領収書あり(原ノ町駅前駐車
場利用)

領収書No.1

(手土産代) 1,080 1,080 8/1領収書あり 領収書No.2

計 23,240 0 1,680 24,920



無会派 :岡崎 義典

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成D購入費

国 人件費D事務所費

支出内容
研修視察 (平成30年8月 1日 埼玉県蓮田市)に係る駐車
場代

支出月日 平成30年8月 1日

支 出 額 600日

勘燿/.1/

■E馬市選rt員

曇1 菫 鞣 襲
ご□1言

=  88重
□言L

口言員磐1日 EE:4Ξ署
□日属彗1菫目T:571

重重群全 員8● 8曇□□目
1金額  3● 31喜目目目
的   3● 3■ 88E目

現金領蒙素・・t=EE□
Fi



無会派 :岡崎 義典

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

■ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

国 人件費・事務所費

支出内容
研修視察(平成30年 8月 1日 埼玉県蓮田市)に係る手土
産代

支出月日 平成30年8月 1日

支 出 額 1,080円

湧u確 蒟、ヌ

おみやげれ
JR東 日本東北総合サーヒ・ス鞠

仙台 6号店
TEL 022-716-575■

2018年 8月 1日 (水)9:27 No:2135

4989902011214                   ‐

0901家伝ゆべし10個入内  ¥1,080‐

小  計
内税対象額
(消費税等内税
≠卦言十
(内消費税等

¥1,

枷￥‐，０８０鋤０８。ｍり

り

預

釣

お

お
¥11100

¥20

‖脚|

貴No:00000001:責任者 1
取引No7346 1点 買



会派名 :無会派 岡崎義典

領収書等添付用紙

支出項目

調査研究費

研修費

広報・公聴費

要請・陳情活動費

■(肇)作0費
人件費・事務所費

会議費

□

□

支出内容 参考図書代

支出月日 平成30年4月 4日・15日 、11月 21日

支 出 額 7,344円

/1で

`じ

崚イたつルのt/′ 3ヽの とおり
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注文番号241菫
宣譲腫ピ量鷲型塾言F収書

笙婁目:駕1:奪襲驚
日

戦 践 滞・ ・

・lZ鮮7餌906田鬱 7831

2018年4月 4日 に発送済み

注文商品

島慮 鷹 認 電 留 監 ア
燿 ‐ 咆壌騒書の崩壊と再生.友伸,伊関

コンディション:新品

お層け先住所 :

日●●■
979・2113
福島彙南権■市小高

=蘭
場

配送方法
お急ぎ便

支払い方法 :

‐ 力‐踊 の一部:100o

■拿先住所 :

日●●A
079‐2113

増薔錮 E`E鵬

クレジットカードヘの薔求

″嗽修ル1/

岡 崎 義 典

僣格
¥2,052

商品の小計:¥2,052
配送斜・手数料:  ¥o

注文合計 :¥2,052

この理送分のご請求顔:¥2,052

支払い情報

商品のrl、計:¥2,052
配送料・手数料:  ¥o

注文合計:¥2,052

ご請求額:¥aO曖

■■ぼ下4けたがloo6):20181疇 月4日 :¥2,052

注文の状況を確認するには、津士肉密をご覧ください。

ユロ由出ロ プライパシ4的 01990・2017,mzon.輌 ,:m and“ aneat88

…
…

抽 お 目 lFIJ‐‐ ‐ 目Jl門輸 輌 資 恥
…

1餃783博
1′1



ヨ01811121

ama20nc中・

クレジットヵ―ドヘの鵬求

Ammn■中 ‐注賞 隅 249-634170203 籐Чた多ぁ メヽ

2018年4月 15日 に発送済み

注文商品

1嘉撼鰹詔奮路設,の曲μ―″島詢u隣 J醐踵麟勿贈睦壼
=山

下嚇除

コンディション:新品

お目け先住所 :

日崎義典
979‐2113
福島県 南

観信
市小高区関場

配送方法 :

お急ぎ便

騨寅番号249oo3344634170驚03骨簸収書 (轟覺彎 )このベージを印刷1

還要言員長r:撃1腎 lf旨
1日

蝦 w嚇
番摯 249-6“ 170203

習冒聴隅の一部:loo6

請求先住所 :

日崎義典
979‐2113

=撃
瞥屁譲魂湯V｀

高区関場

岡 時 義 典  機

価格
¥2,808

商品の小計:¥2,808
配送料a手数料:  ¥o

注文合計 :¥2,808

この日送分のご請求額 :¥2,803

支払い情報

商品の小計:¥2,808
配送料・手数料:  ¥o

注文合計:¥2808

ご請求額 :¥2,808

…

4けたがloo6):20184“ 月15日 :¥2,808

注文の状況を確認するには、汁文肉雲をご覧ください。

剰曖」凹Llカ イパシJ鵬 ●199●2017,Am20n輌 ,lm andぉ 』L嬌

hや
=′
M出

…
叫‖孵い翡日躙町Ⅲ餞枷 ぃ 山 007●bu瞑 独劇日ぃ留嘔錮沖眠H170203

1′1
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再発行日:2018年11月 21日
注文日:2018年 11月 20日

鮒踏爾1暦
講 250‐2田3093‐6047“7

― on.ooo‐・
-3250‐ 2333003‐ 0047837

注文番号250‐2333093o6047837命 領収書 (再発行 ,

このベージを印Bllしてご利用ください.=

″ИOル、3

岡 崎 義 典

2018年 11月 21日に発送済み

注文商品

L慮慮軽齋電抵象れ,И自り,1ヽ松理虔
コンディション:新品

お届け先住所 :

岡崎義典
979‐2113
福島県 南相島市小高区関場
―丁目65囁地の5

配送方法 :

お急ぎ便

支払い方法 :

■DIカー時 号の一部:1006

請求先住所:

岡崎義典
979‐2113
福島県南相属市小高区関場
―丁目65番地の5

クレ1カ痒カードヘの講求

価格
¥2,484

商品の小計:¥2,484
配送料・手数料:  ¥0

注文合計:¥2.484

この配送分のご請求饉:¥2,484

支払い情報

商品の小計:¥2,484
配送料・手数料:  ¥0

注文合計 :¥2,404

ご請求額 :¥2,484

-4け
たが1006):2018年 11月 21日 :¥2,484

注文の状況を確認するには、津文肉雲をご覧ください。

剰屋麟曲LIプライパシ尋朧 o199H017.― on."niinc.andお 調蘭ぃ

1′1



会派名 :無会派 岡崎 義典

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費口事務所費

支出内容 市政報告印刷・折込代

支出月日
平成30年 9月 18日・25日 、11月 3日 、11月 7日 、
11月 24日

支 出 額 199,328円

フに 学鵬クルt/～ /Jの どおソ



雄Ч皮者ん̀/

領収書

2013年09月 18日

岡崎義典 様

平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金mに 領収いたしました.

何卒よるしくお願い申し上げます。

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ご指定場所

株式会社プリント′
T617-o003
京都府向日
TEL 0120-977■ 920
FAX 075・ 935■6800

御請求金額 65,230円 (税込) 納品期日 2営業日

ご注文番号 内    容 数量 単 価 金 額

PAC17351120 品名 :市敏報告
A3/薔面スミ1色 /コー ト90/101000部 /
加工1:二つ折り
加工2:

6.5230 65,230

l r■、
|‐‐..:

合  計 6a230

特記事項

※クレカ トカード決済の場合には、金餞または有薔饉券の受燿事実がありませんので、表題が「領収書」となっていても、
印紙税法善ホ通達第17号の1文書には餞当しません。

※5万円を超えていても収入印無は貼付されません。

1



僅
“
産ル、ヌ

構す.ノ
月2魃「轟

★

1内  k
税薇全な

清rat(斃).■

ン

08121●

お夕И〆」移ルし、3

領 収 証

内 訳

様ふ
（

‘姦 N● .

■|■ ■ |  |● :

現 金

但‐Tラ )芋町絆  考えぼL
ま 〇年 '1史 F樹 上記圭|こ 領載::た し長した

小切手

手 形

コクヨ ウケ‐00

がイ嬉ル、子

領 収 証
|

|‐ |‐
‐■ 今

“

1響 11、ま|

:摯

=

1■  様 鳥.■

111:「 ■́ずt4=1■
´月 ′.::日 上記正に領収いたしました

，Ｉ
一，４

内 訳
但 :ii

現 金

小切手

消費税額等( %)

`'「
年

有限会社
代表取締

〒

"5-0008

手 形

０

０

．

Ｔ

Ｆ

ヨクヨ ウケ
"

収入印紙

領‐‐ |れ― 紅

|ま し

TEL
TAX‐

ヽ ■

仁

|:1‐ ■ ||ll

2
2

■
一

収入印紙

消費税類等(‐ %)

‐ `     |■ | |

1/′ Fiと ,||

て」〕P 力 ル|らレ



洋ィス等ル_5

領  収  証

「
響乙

但ォ負苺き=キ

タク年ら
'■

白

No.

量
様

★

上記 正 に領 収 い た しま した

内  訳

税抜金額

有限会社:鈴木新聞舗
籠繭嚇役 鈴 木 裕 次 郎

TBL0240‐35‐ 2032 FA=0'40-34-4510

消費税額等( %)

様ィ瘍ル_ι

‖ 領 収 証 灌鼈 1靱r魏憲|‐

い な 義 事←  奉濃 力 年 言月耳 量筆

簸 収 金 願 ≠
イ

/

一　
ン人
　
紙

一　
収
　
印

_■ 記●金額 iこ にう |ス t.ヽ た tノ

=t′
た ,

毎日新聞・補島民報・スポニチ 。日本経済新聞・産経新聞・サンスポ・河北新報

輔濃江新聞販売センタ 152,

(024
福島県双葉郡浪江lr大学権現堂字上続町11の 3
0)25-3580 FAX 10240)25-3581

11相島県南相馬市小高区伸町 1丁 目 115
FAX 10244)32-0132{0244)32-0323鞠浪江新聞販売センター小高,

二 瞳 蠅 役 _林   富 士

領
|‐

収 [ 証

内釈 ″
ハゝ″

現 金

小切手

手 形

消費税額等( %)

薇И影ル、7

畷喘な象 様
N∝

★

但0/多毬 1予 ルで,レイギて、ヽ
■。 轟 年 ■ 月 揚k―H 上籠正に慄収いたしました

有眼14鹿島新聞
代表取締役 1票

収入nI紙

係 ;‖
j

7ユ ρ オ JJおイ
ン」

訳

品   目 数   量 単   価 金    額

'肖

  費  税

門
| 1`1千 予シウ予,たこ沐ヽ

■三 新 聞購 読料

PO/

コタヨ ウケ田

でア

TEL0244‐46ユ 1130F

=rtFt i315褥 ユニ●燿



領収書

穏収りた,

2013書■1月 03日

岡崎義典 様

平素は格別のお引き立てを賜り厚〈お礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よろしくお願い申し上げます。

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ご指定場所

株式会社プリ
T617‐0003

京都府向日
TEL 0120-977-920

FAX 07日35-6890

御請求金額 34,765円 (税込) 納品期日 1営業日

ご注文番号 内    容 数量 単 価 金 額

PAC1781076〔 品名 :市政報告11月
A4/両面スミ1色 /コー ト90/17.000椰 /
加工1:ト ンポ仕上がり断裁 (ご注文サイズでお納め)

加工2:

1 34,765 34.765

合  計 34,765

特記事項

※クレジットカード決済の場合には、金餞または有価肛券の受領事実がありませんので、衰題が「領収書」となつていても、
印紙税法基本通達■17号の1文書には餞当しません。

※5万円を超えていても収入印紙は貼付されません。
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様 1鳳
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但 7,シ ιらフ 摯

F´ 年 `〆 月 目 上鶴正に領肛いたしました

ャ:|′
9‐ 2333

■1な 島暴11 感馬‐■,慶 島区鹿轟字町

有派1会社麓島新闘販売センター

===Ⅲ
2441‐46-11 36 FAXo244-4,12025

現 金

小切手 /
手 形 /

"出
時("|  ‐

●クヨ ウ■

“

″ィ形ルt′θ

‐ 領

111111 ‐‐||‐

内 訳

現 金

骨ギt:共 ^j可
|

∬

〓

義 典
立
彎

颯

・

Ｆ一電
一一一一一一一一一一一〕一

一事

|■|‐|■

但
「

ォ燿ガJⅢ ,|ぼ11'戸中〕 1収入fII紙

小側手‐

手 形

消費襟授等( %)

コクヨ ウケ‐認

/
/

`141年  1イ
月

 iソ
日 上記平に領Ⅲ

いた
レ事

した ||

・イ限会社
代表

〒97■Om8
1T
F

榎ィ′(参に /ノ

領 収 証

内 訳

現 金

小切手

手形    1/

消費税額等( %)

様

すサ)彎感斜 ‐■猛込″
‐
3θ 年 ノ′月  7日  上記正に領収いたしましな

コクヨ ウケし

"

一一一
一一一

領 ■1収 1証

14ぐ ,み 率||||

オ
内 釈

=十
す●:_

ヽ

´

★
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l 平成27年 6月定例会

彎
移住者推進のため、希望者にワンストツプで対応できるよう専門の担当部署を設置するよう

提案した。

●
策

移住希望者が疑間に思うことに対して、きめ細やかに

対応できるワンストップの窓口設置が必要となると考え

る。担当部署の一本化を図る考えはないか。

南相馬市議会議員 無所属 44歳  2018.9月 発行

岡崎義典 市政報告

l 平成27年 12月定例会

震災後、市民活動団体が増えている状況にあることから南相馬市市民活動サポートセンター

の体制強化を提案した。

Eコ
1)>平

成29年度から被災者支援・ 定住推進課・ 移住定住推進係が設置
  l平 成27年3月定例会

4年間で12回の―般質問を行つてきました。

提案が反映されたものについて掲載します。

交通事故件数が増えていることを指摘し、震災以降計画が途切れていた南相馬市交通安全

計画を早急に策定することを求めた。

答

距

●

●

市内の交通事故件数が増加傾向にあることや交通環境

が大きく変化していることから交通安全計画を策定すべ

きと考えるが。

一
●
一
一一一　
一

答

市民活動団体は明らかに増えているが、その人員や予

算は変わりない。体制として十分か。

嘱 >義
28年農から櫛 金額が増額とな嘲 が強化さ

,た

平成29年3月定例会

理
幼稚園保育園無償化を実施して以降、待機児童が大幅に増えている状況を踏まえ、鳥取県で

実施している在宅育児手当てを提案した。

● 答

島取県において1歳未満のお子さんを持ち、保育所に

預けずに家庭で育児する世帯に給付金を支給する在宅育

児手当がされるが、このように働きたい人が働くことが

できて、自身が育てたい人は育てることのできる環境づ

くりが必要ではないか。

平成28年 1月に第9次南相馬市交通安全計画策定

市のさまざまな計画についてノ(プリックコメン トにかける時期が重なつていたことを指摘

し、市民の声をしつかりと反映させるためノ(プリックコメン ト手続き条例の制定を求めた。距

●

門層市長の市長選挙における選挙公的にあつたことで、平成30年

10月から実施

答

1月 に実施されたバブリックコメントは、同時に5つ

の計画の意見を募集するものであった。復興に向けた過

程に多くの市民が関わることは、非常に重要な意味を持

つ。もう一歩踏み込んだ形で市民の意見を取り入れる取

り組みをしていく考えがあるか。

´
のちに政務活動の中でノ(プリックコメント手続き条例の素案を執行部に提出し、市で提案しない

場合、議員提出議案を提案する旨を伝える。

発行人 南相層市日会議員 目崎義典

住所 〒979¨2113 南相属市小l■E口場 1¨ 65‐5  電話 090‐2635‐4494

窓日のワンストップ化は必要。来年度の機構改革に向

けて十分検討はしていきたい。

復興事業等の本格化に伴い交通環境が大きく変化し、

減少傾向にあった交通事故件数も増加傾向に転じており

交通事故防止が喫緊の課題であると捉えているも :

震災以降、市外か
―
らの人材の流入や新たな団体の設

立などにより市民活動団体の活動領域が広がらている(

支援が十分に行えるよう運営体制の充実について検討

していきたい。  |    |       ‐ |

パブリックコメントは市民の皆様の意見、提言等を踏

まえて、これからの南相馬市の施策に反映をさせる‐つ

の手法。総合的に考えながら、今後とも協議を重ねなが

らいいものにしたいと考えている
= |.    l  i

先行している自治体の事例などをよく研究して取 り

組みを考えていきたい。

⇒

平成27年 9月パブリックコメント手続条例制定
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平成29年 9月定例会

公営住宅から公営住宅の転居を原則認めていなかつたが、小高区以外の災害公営住宅に入居

した小高区民が、」ヽ高区の災害公営住宅や市営住宅に転居できるよう提案した。

l平成29年3月定例会

硼 B民 間保育事業者から提尋いただいた待機児童の順番がわかるようにする取り組みを提案した。

市営住宅に入居中でも家族構成の変化等の困窮要件

が発生し、新たな市営住宅が必要となった場合、事前

に住宅に困窮していることを明らかにする手続きをす

ることで申し込みを可能としている自治体があるが本

市の状況は。

Q
でき

●

身が待機している中で優先順位として何番目なのかわかるようになることで、次に向けて決めることが

る。入所保留通知を送る際に、順番がわかるようなサービスの提供をすべきと考えるが。

平成29年 9月定例会で再び質問

答

3月 定例会の答弁で、研究を進めていきたいという

答弁だったが検討状況は。

答

震災と原発事故によって住居を点々としなければな

らなかった方も大勢おり、個人の事情を参酌するとい

う部分は非常に大切。では、なぜ災害公営住宅から災

害公営住宅の転居ができないのか。

E亜
1)>7い

合わせが
,っ

た際、その時点での順番を伝えるように
す
る

放課後児童クラブにおいても待機児童が発生している状況を指摘し、放課後児童支援員の

認定資格研修を南相馬市で実施することを提案した。

答

答 彎

●
鹿島と原町災害公営住宅ができたのが平成 26年 3

月から順次完成。そのころ、20キ ロメートルロ内は

避難指示が出ていた。小高区の災害公営住宅が完成し

たのは最も早いもので平成 28年 3月 、避難指示が解

除されたのが同年7月 12日。ましてや小高区の市営

住宅は入居率も低く、申し込みもあまりない。そのよ

うなことを踏まえ、今後どのように対応していくのか。

放課後児童支援員の増員に向けた認定誨格研修は、

現在県内4カ所で会津、福島、郡山、いわきのみ。東

日本大震災と原発事故により、若い世代がいなくなっ

てしまったからこそ積極的に相双地区での開催を行っ

ていくべきではないか。

⇒ 即実施 ⇒ 平成30年度から南相馬市にて実施

「住宅の困窮状況」「所得状況」「税の納付状況」「家

族構成」など、入居を希望する方それぞれの事情を

聞き取り、事前に住宅の困窮理由が明らかになれば、

新たな住宅の申し込みもできる。

待機児童の順番がわかるサイトの開設については、

個人情報やセキュリティ管理面から実施は難しいと考

えるものの、保護者に対して待機順番をお知らせする

ことについては、実施の手法を検討する。

現在、市営住宅の小高区においては、空き戸数が

ある状況。避難指示が解除された区域に戻 りたい、

避難指示が解除された区域で居住しながら復興に頑

張りたいという方も多いと考えることから、再度入

居申し込みについて受け付けるような形で進める。

相双地域において、特に南相馬市において研修会場

を開設するよう、県に働きかける。

1平成30年 9月定例会での―般質問 (※ 会議録旋 きていなもヽの略 弁の1己載:ま差□鯨Lまつ
大項目 1 本市の

―
について

中項目 (1)医師の育成について

小項目①若い医師にとって魁力ある病院とは

小項目②市立病院のセールスポイントについて

小項目◎専門医制度における指導医取得の推進について

中項目 (2)市立病院の立ち位置について

小項目①民間病院とのすみわけについて

4頓目②市立総合病院の今後の在り方について

大項目2 南相馬市消防団について

中項目 (1)消防団活動の推進について

」頓 目①南相馬市消防団の定員について

」頓 目②小高区団の所属人数について

小項目③小高区団の人員確保策について

」頓 目④消防団協力事業所に対する市の支援策について

大項目 3 本市の 20km圏内の産業再生ついて

中項目 (1)被災事業者の現状把握について

小項目①現状把握の進捗状況について

」頓 目②事業継続の意思確認について

中項目 (2)営農・営期 員審賠償について

小項目①営農・営業損害賠償の件数について

小項目②20km日内の事業者の支援策について

大項目4 馬事文化の継承について

中項目 (1)馬を飼育する環境づくりについて

中項目 (2)雲雀ヶ原祭場地の整備について

」頓 目①照明器具の設置について

小項目②観魔席の整備について

大項目 5 レクリエーション施設の整備について

中項目 (1)村上海岸のキャンプ場の整備について

※詳細な議論については、 12月ごろ南相馬市饉会会議録検索システムに

掲載されます。

南相馬市議会

【質問の趣旨】

馬を飼いやすい環境、ならびに雲雀ヶ原祭場1也の整備

に対する市の考えと財源確保の方法を提案。

【質問の趣旨】

4ヽ高への集客のため、震災後再開されていないキヤ

ンプ場を整備する考えがあるか伺うもの。
【質問の趣旨】

南相馬市消防団小高区団の現状に対する市の認識と

人員確保策の提案。

【質問の趣旨】

市立病院はどのような病院でどうあるべきなのか

また、その理念についての問題提起。 対する支援策につい えを伺つたもの

鼎 竃 晟 事業所鵬 認識 と、営業継御 こ

甲

答

災害公営住宅は、災害救助法等々にのっとり、被

災地からの永住ということに鑑みた住宅。そういう

観点から現在、災害公営住宅から災害公営住宅に移

転することは許可はしていない状況。


